
１７節 鉄骨の錆止め塗装

８．１７．１ 一般事項
（１） この節は、鉄骨の錆止め塗装に適用する。

（２） この節に規定する以外は、７章［塗装改修工事］による。

８．１７．２ 塗装の範囲
（１） 耐火被覆材の接着する面の塗装範囲は、特記による。また、耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

は、特記により、特記がなければ、次の部分以外の範囲を塗装する。
（ァ） コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分
（ィ） 高力ボルト摩擦接合部の摩擦面
（ゥ） 密閉される閉鎖形断面の内面 
（ェ） ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分
（ォ） 組立によって肌合せとなる部分 

（２） 工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接に
支障のない適切な防錆措置を講ずる。

（３） 工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100mm 程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす
範囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。

８．１７．３ 工事現場塗装
７．４．３［錆止め塗料塗り］(2)による錆止め塗料塗りの工事現場塗装は、次による。
（ァ） 工事現場で組み立てた接合部の下地調整は、表７．２．２［鉄鋼面の下地調整］によるＲＣ種とし、

工場塗装と同種の錆止め塗料により塗装する。
（ィ） 現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。 
（ゥ） 錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、表７．２．２によるＲＢ種の下地調整を行った上、錆止め塗料

で補修する。

８．１７．４ 塗料種別
（１） 鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面の錆止め塗料の種別は特記に

よる。特記がなければ、表７．４．１［鉄鋼面の錆止め塗料の種別］のＡ種とする。
（２） 耐火被覆材が接着する面に塗装する場合の錆止め塗料の種別は、特記による。

【７．２．３ 鉄鋼面の下地調整】
鉄鋼面の下地調整は表７．２．２により、種別は特記による。特記がなければ、ＲＢ種とする。
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【７．４．２ 塗料種別】
（１） 鉄鋼面の錆止め塗料の種別は、表７．４．１とし、次による。 

（ア） ５節の場合は、Ａ種とする。
（イ） ８節の場合は、次による。 

（a） 新規に塗る場合は、１回目の錆止め塗料塗りはＣ種、２・３回目の錆止め塗料塗りはＤ種とする。
（b）塗替えの場合は、次による。

① 下地調整を表７．２．２によるＲＡ種とする場合は、１回目の錆止め塗料塗りはＣ種、２・３回目の
錆止め塗料塗りはＤ種とする。

② 下地調整を表７．２．２ によるＲＢ種又はＲＣ種とする場合は、Ｅ種とする。
（ウ） ９節の場合はＡ種又はＢ種とし、適用は特記による。特記がなければ、Ｂ種とする。

（注） １.ＪＩＳ　Ｋ　５６７４に基ずき、１種は溶剤系、２種は水系である。
２.ＪＡＳＳ　１８　M-109・Ｍ-１１１は、日本建築学会材料規格である。

30 屋外・屋内

表７．４．１　鉄鋼面の錆止め塗料の種別
錆　止　め　塗　料　そ　の　他

規格番号 規　　格　　名　　称 種 類
Ａ種 ＪＩＳ　Ｋ　５６７４ 鉛・クロムフリー錆止めペイント １種 0.10

0.14 30 ―

次のいずれかによる。 ― ―
JASS 18 M-１１１ 水系錆止めペイント ― 0.11 30
ＪＩＳ　Ｋ　５６７４ 鉛・クロムフリー錆止めペイント ２種 0.11 30

Ｂ種 屋内

種別
塗付量
（kg/㎡）

標準膜厚
（μ ｍ）

適　用

Ｅ種 JASS 18 M-１０９ 0.14 40 ―
変性エポキシ樹脂プライマー（変性
エポキシ樹脂プライマー及び弱溶剤

系変性エポキシ樹脂プライマー）
―

Ｃ種 ＪＩＳ　Ｋ　５５５２ ジンクリッチプライマー ２種 0.14 15 ―
Ｄ種 ＪＩＳ　Ｋ　５５５１ 鋼構造物用錆止めペイント Ａ種


